kVN イィ タル ] 80(99) 0 間 1 
[ 手術 時 間 ] 05: 00: 00 


[ 起 mm 大 


The patient's Life i9 in Your hands ! 


人 上) 追加 トレ イ に ある 人 工 膜 を 切除 痕 に 乗せ 、 定着 さ 
せる ( 変異 腫瘍 一 P46 ) 


島 切 開 回 05:57:88 還 05:58:55 


区 島 切 開 旧 - 軸 04:54:61 回 04:54:86 っ PS 笑い 


バイ タル を 99 ま で 回 復 し 、 腹 部 を 消毒 し て 切開 ヾ 。 芝 AO 
( バイ タル 回 復 一 P33、 切 開 一 P34 ) 


胃 の 処置 を 行なっ て いる 最 中 に 心 停 
止 が 発生 し 、 バ イタ ル が 低下 する た 
め 、 切 開 まえ の バイ タル 回 復 は 不要 。 


閉 創 久 : 回 03:49:30 回 03:43:94 
切開 し た 部 位 の 閉 創 処置 を 行なう の せく 少 
( 閉 創 ーP35 ) 
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肖 表 の 治療 1 田 : 回 05:19:21 加 05:32:22 
血 だ まり x 3 を 吸引 ( 血 だ まり 一 P34 ) ( み 
by 


区 心 左 の 処置 1 回. 上 04:00:73 回 03:54:90 
鎮静 剤 ( 黒色 の 液体 ) を 投与 し 、 中 毒 症 を 沈静 N 


人 図 ア の | ぁ 、 い | の 腫瘍 を 露出 させ る 


ン The patient is gaved ! 6 6 電 
化 さ せる ( 中 毒 症 一 P40 ) ( 腫瘍 ーP37 ) 記 
の * ー -: 明 ー マー ド 隊 交 
3. トー ンー ーー の 図 ア の 賠 、 避 の 腫瘍 組織 液 を 吸引 し 、 ガ イド ラ (2 みい NE 
(変異 腫瘍 プ P46 イン に 沿っ て 患部 を 切開 ( 腫瘍 一 P37 ) 確 な 位置 に メス を 入れ る こと 。 ) PT 
(0 赤色 に 5 する まえ トブ イド ライ ンー 変異 1 人 切開 し た 愚 部 を 除去 し 、 追加 トレ イ に ある 人 工 膜 ン に 
腫瘍 を 切り 離す 【 変 ( を 切除 痕 X2 に 乗せ て 定着 させ る ( 腫瘍 一 P37 ) 〇 ) 
5 ーー ヵ所 切り 離す = ( み へ ヽ | 請 計 “ 1 @ 全 2 (》 図 ア の | の 腫瘍 の 組織 液 を 吸引 し つつ 、 腫 瘍 付  ( み 
量 の 近 に た 血 だ まり 3 De 
| _ 葵 中 旨 前 回 同様 、 中 毒 症 が 閉 創 処置 に 進む ーー 血 だ まり の 発生 回 数 を な る べく 抑え る 人 
2 1 と え に 除 る 側 パ 夫 吊 まで 一 定 間隔 で 発生 する 。 心臓 が 変 上 8 よう に 、 腫瘍 の 処置 を で きる だ け 素 早 
6 ーー ok 一 衣 ち し 褒め た ら 鎮 剤 を 投与 し よう 。 《 図 ア の 3 の 腫瘍 を 切開 し 、 愚 部 を 除去 し た ら 追加 へ 、 ン . 攻 く < 行なっ て いこ う 。 ①D 
(変異 腫瘍 ーP4 トレ イ に ある 人 工 膜 を 切除 音 に 乗せ て 定着 させ る 
( し ( 腫瘍 ーP37 ) 
&》 追加 トレ イ に ある 人 工 膜 を 切除 唐 X2 に 乗せ 、 定 . 館 
着 さ せる (変異 腫瘍 一 P46 人 発生 し た 小 腫瘍 を すべ て 焼却 し 、 血 だ まり を 吸引 =( >. 令 
まで 回 K 13) し て か ら レ ー ザ ー 痕 を 治療 小 腫瘍 上 P38 ) 97 
相 ( バ 復 | に | 褒 放 HARD で は 、 つ ね に バイ タル を 回 復 見 4 小 腫瘍 の 数 が 難易 度 で 変わ り 、EASY 
( バイ タル 回 復 一 P33) し し 較 (>、 学 誠 し 、70 前 後 を キー プ さ せ お き 、 変異 腫 LE 朋 エコ ー を 選択 し 、 心 停止 イベ ント を 発生 させ る ① と NORMAL は 腫瘍 ひと つ に 対し て 小 
、 下 還 還 ーー ーーーーー 較 / み 、 回 | 六 が 青色 に 点滅 する の を 待 と う 。 ' [ 腫瘍 が 2 個 、HARD は 3 個 に な る 。 
) 〇 〇 の 手順 で 変異 腫瘍 X2 を 処置 する 3 ン 」 1 22 ' リ 胃 の 治療 2 回: 皿 03:55:55 亜 04:21:06 「 
(変異 腫瘍 プ P46) | カウ ンタ ー シ ョ ッ ク で 心拍 を 復活 させ る 男 半 
)⑥ー0 の 手順 で 変異 腫瘍 X2 を 好 置 する ( ク の 〆」 1 4 に バッ ルー 人 【) 鎮静 剤 (黒色 の 液体 ) を 投与 し て 中 毒 症 を 沈静 。 \。 
(変異 腫瘍 プ P46 ざさ に 軸 >:。 、. で の 化 させ 、 バ イタ ル を 30 付 近 ま で 回 復 させ る 
時 科 ー の 7 0 セイ |  h ン 代 | に 4 HARD で は 、 バ イタ ル の 低下 が 速い た ( 中 毒 症 一 P40、 バ イタ ル 回 復 一 P33 ) これ 以降 、 ラン ダム で 心 停止 が 発生 。 Se 
人 【) 左 の 処置 2 上 03:5578 四 2 | 際 坦 っ し 、 人 上 手術 時 間 を 短縮 する た め に も 、 カウ ン | 王 還 締 
新た な 変異 腫瘍 が 出現 する イベ ント が 発 | 『 あ 、 池 を 定着 させ て 治療 し よう 。 12 術 野 を 右 に 移動 させ る 人 q ター ショ ッ ク は 1 回 で 成功 させ た い 。 内 
CO 関 主 「 [ ( ァ 
と 訂 超 執刀 を 発動 させ る 区 《 ド ) 図 ア の [の 腫瘍 周辺 に 発生 し た 血 だ まり を 吸引 (みい に 
a し 、 え の 腫瘍 を 露出 させ る O 
O 13 LA か 7 も に で うま で 2 OM ( 血 だ まり 一 P34、 腫 瘍 ーP37 ) ビ 
の 人 、 0 、 の の 【 0 
間 呈 パプ 0 ー 計 緒 起 杭 妃 発動 中 は 、 変 異 腫瘍 が 点滅 し 『) 図 ア の え の 腫瘍 の 組織 液 を 吸引 し 、 ガイ ドラ イン | 田 図 ア 腫瘍 の 発生 場所 1 N 
症 『) 〇 、 ひ の 手順 で 変異 腫瘍 を 切り 苑 す (0 へ | 【 誰 | 王 較 2 と に 刀 還 する と [Miss」 に な に 沿っ て 愚 部 を 切開 する (腫瘍 ーP37 ) 拓 間 MMMUUUUMUUUUUUOO00IU0IU0UUU 0 ら 
マ (変異 腫瘍 ーP46 | 隊 隊 計 衣 9 る 。 必 す 青 に な っ た と き に 処置 ヨ 
「 田 6 [上 ) 図 ア の の 腫瘍 を 除去 し 、 追加 トレ イ に ある 人 工 ン . 芝 ( 
の 膜 を 切除 痕 に 乗せ て 定着 させ る ( 腫瘍 一 P37 ) 選 
ら の 
中 還 SPECIAL BONUS ue PP スコ [発生 し た 小 腫瘍 を すべ て 焼却 し 、 周辺 の 血 だ まり >( 2 8 
ーー ae スコ アァ 5 フウ み プ | 
ご 回 SPECIAL BONUS 東伯 ss | FASYUNYPLLTLL 、 古 = 村 を 吸引 し て か ら レー ザー 謝 を 治療 ( 小 用 導 *P37 ) | N 
大 」 | | 700 精華 C | 3300 未満 | 1 左 図 は 胃 の 治療 1、 且 
紀 _ 呈 ) 0 の だ ら の 8 70 ] 半 UN _3300 - r4199 | 2 で 発生 する 腫瘍 の 〒 
スム 紀 B | 50 II 80 | /// ULUNNWUMNI 0 1 0 や 
15Sysssmrcemarriiigalm ーー Mei | 0 
ー ーーーーー ーー トト ユー ニー ニー レー ニーm 織 語 ーー| 4600 ン 509 | 号 は チャ ー ト の 番号 
| バイ 7 タル を OOR に 下げ を い 陳 CUNUCNOWM、)  / ここ で 4800-5099 「 に 対応 し て いる 。 
ーー EASY が 2:00、 NORMAL が 2: 30、 HARD が 3:00 | X いい 5100 UM 0 unnr0770rrrrrrrorrrPP 


